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運用-巧守編 


装置の運用および保守じついて説明します。 


r 曰常の保守」 （90 ページ） 

日常使う上で確認しなければな6ない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まじついて説明します。 

r システム診断」 （94 ページ） 

診断ユーティリティの使い方じついて説明します。 

r 障害時の対処」 （97 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方まじついて説明しています。 

r 保守ツール」（121ページ） 

保守ユーテイリテイの使い方じついて説明します。 


r システムマネージメント」 （12 目ページ） 

モジュラーサーバに搭載されたシステム管理機能の設定じついて説明します。 

r 移動と保管」（127ページ） 

モジュラーサーバを移動-保管する際の手順やを意事項じついて説明します。 

r ユーザーサポート」（129ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 
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ESMPRO/ServerManager 


アラー トビ ユーア 


曰常の巧巧 


モジュラーサーバを常にベストな状態でお使いじなるために、ここで説明する確認や保守を 
を期的に行ってください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス 
会社に保守を依頼してください。 


アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 0 で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上の[31\/|ド[^0/36「ソ6「1\/13113旨6「じアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うムがけてください。 ESMPRO / ServerManager の「アラートビューア」でアラートが通報 
されていないかチェックしてください。 

ESMPR 日でチェックする画面 


フパルのお実のま示な）わみこ入り迫）ツールの 
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ステータスランプの確認 


モジュラーサーバの電源を ON にした後、および シャツ トダウンをしてモジュラーサーバの電 
源を OFF にする前に、モジュラーサーバ前面にあるランプの表示を確認してください。ラン 
プの機能と表示の内容については「八ードウエア編」の「各部のを称と機能」をご覧くださ 
い。万一、モジュラーサーバやをデバイスの異常を示す表示が確認された場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼してください。 
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バックアップ 


定期的にモジュラーサーバの八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップする 
ことをお勤めします。モジュラーサーバに最適なバックアップ用ストレージデバイスやバッ 
クアップツールについてはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり、 BIOS の設をを変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってく 
ださい （11 ページを参照)。 


ク ij — ニング 


装置を良い状態に保つためじ定期的にクリーニングして<ださい。 



警告 


AA 

®G 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ於降の説明をご覧くだ 
さい。 

♦ 自分で分解-修理-改造はしない 

♦ プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

モジュラーサーバの外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを拭き取ってください。 

マザーボード上のほこりは市販の 0 A 機器用スプレー式ほこり除去剤などで取り除いてくださ 
い。 



♦ シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 

♦ コンセント、ケーブル、モジュールエンク□—ジャに搭載しているデバ 
イス、モジュールエンク□ージャ内部は絶対に水などでめ5さないでく 
ださい。 
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キーボードのク U —ニング 

丰ーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な) 
になっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
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CD-ROM/DVD-ROM のクリーニング 

CD - ROM / DVD - ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりすると 
データを正しく読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD - ROM / DVD-ROM 
のクリーニングを行います。 


1. 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消な）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

3. CD - R 日 M / DVD - R 日 M を軽く持ちながらトレーか5取り出す。 

W-0 CD-ROM/DVD-ROM の信号面に手び触れないよう注意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔 5 かい布でふさ取る。 

光ディスクドライプのレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となります。 


日. CD - R 日 M / DVD - R 日 M の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


m 


CD-ROM/DVD-ROM は、中,こ、か5 
外側に向けてふいてください。ク 
リーナをお使いになるときは、 CD- 
ROM/DVD-ROM 専用のクリーナで 
あることをお確かめください。レ 
コード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーを使用すると、ディ 
スクの内容び読めなくなったり、装 
置にそのディスクをセツトした結 
果、故障したりするおそれびありま 
す。 
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システム診断 

システム診断はモジュラーサーバに対してを種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の 「Tool menu 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断し 
てください。 


システム診断の内容 


システム診断じは、次の項目があります。 

♦ モジュラーサーバに取り付けられているメモリのチェック 

♦ CPU 丰ヤッシュメモリのチェック 

♦ システムとして使用されているハードディスクドライブのチェック 


W-0 システム診断を行う時は、必ず診断対象となるモジュラーサーバをネットワー 
■to クか5切り離してください。接続したままシステム診断を行うと、ネットワー 
クに影響をおよぼすおそれびあります。 


PAl ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 

國 ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、モジュラーサーパのコンソール （ SUV ケーブル）を使用する方まと、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


r 保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つ 
■to の方法を記載していますび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用することびできます。 


1. シャットダウン処理を行った後、モジュラーサーバの電源を日 FF にする。 

2. 試験対象となるモジュラーサーバが接続されているスイッチキットの電源を日ドドに 
するか、スイッチキットの LAN ポートを使用不可にして、試験対象となるモジュ 
ラーヴーノ くをシステムから切り離す。 

3. モジュラーサーバの電源を日 N にする。 

4. 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD を使ってシステムを起動する。 
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日.モジュラーヴーバのコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu(Normal 
mode )」 を、コンソールレスで起動する場合は 「Tool nnenu(Redirection 
mode )」 を選択する。 


システムじよっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
反エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は 「 Japanese 」 を選択し 
ます。 


目 . TOOL MENU の 「Test and diagnostics 」 を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End-User Mode 」 を選択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 


試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する丰一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で < Enter > キーを押すと 
試験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを檢化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、も側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーをお化した試験に力ーソルを移動しく Ente 「> キーを押し、試験詳細表示に 
化力されたエラーメ 、ソ セージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス 
会社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従し KEsc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuUdO 20901.1 .Im) 

— Enduser Menu — 


<Device List> 

<Log Info> 

<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Resu け > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く Device List 〉 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グを保存することができます。試験□グを保存する 
場合は、 FAT フォーマット済みのリムーバブルメディアをセットし、く Sa \/ e ( F )> 
を選択してください。 

< Option > 

オプシヨン機能が利用できます。 

く Reboot 〉 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーヴーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 UILDER から起動します。 

9. EXPRESS 目 UILDER を終了し、光ディスクドライブから DVD を取り出す。 

10. モジュラーサーバの電源を日 FF にする。 

11. 手順2で切り離したスイッチキットとモジュラーサーバ間の LAN を接続し直す。 

じ(上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容じついて確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正し<対処して<ださい。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害が八ードウェアによるものかソフトウェアじよるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害が八ードウェア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
ESMPRO / ServerManager が便利です。 



モジユフーサーパの 

障害発生箇所、および障害内容を確認 
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エラーメッセージ 


モジュラーサーバになんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通®します。ここで 
は、エラーメッセージの種類じついて説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

モジュラーサーバの電源を ON じすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何ら 
かの異常を檢化すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 

次にエラーメ 、ソ セージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


w"0 保守ヴービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示やビープ音のノター 
ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なりまず。 



• POST のエラーメッセージー覧はモジュラーサーバ単体のものです。 

• POST のエラーメッセージには 、 POST エラーコードも含まれている場 
合があります。例えば、「8100: Memory Error detected in DIMM #1」 
が表示された場合、8100が POST エラーコードを示します。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0200 Failure Fixed Disk 

八ードディスクエラーが発生し 
た。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0230 System RAM Failed 

基本システムメモリ領域にてエ 
ラーをお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 

*「Ctrl + Alt + DeU キー人力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

3. DIMM の取り付け状態を確認してください。 

4. DIMM を交換してください。 

5. 問題が解みしない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0231 Shadow Ram Failed 

システムメモリ内のシャドウ領 
域にてエラーをお化した。 

0232 Extend RAM Failed 

拡張システムメモリ領域にてエ 
ラーをお化した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意 味 

巧処方法 

0250 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

CPU ユニット上のリチウムバッ 
テリじてエラーをお化した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager 
からの制御 

2. 0 S からの制御、あるいは POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ー ジャから一旦取り化し、 
再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

3. モジュラーサーバ上のリチウムバッテリの取 
りがけ状態を確認してください。 

4. モジュラーサーバ上のリチウムバッテリを巧 
換してください。 

5. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
じ連給してください。 




備考：モジュラーサーバの再立ち上げ後、 

BIOS セットアップを起動し、日が-時刻やそ 
の他の設定項目を設定し直してください。 

0251 

System CMOS checksum bad 
- Default configuration 
used 

CPU ユニット上の CMOS 
チェックサムエラーをお出した。 

BIOS SETUP の設定がデフォルト値に設定さ 
れました。 

1. BIOS セットアップを起動し、設定項目を設 
定し直してください。 

2. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0252 

Password checksum bad - 
Passwords cleared 

パスワードのチェックサムエ 
ラーをお化した。 

パスワードがクリアされました。 

1. BIOS セットアップを起動し、設定項目を設 
定し直してください。 

2. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連給してください。 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラーをお化 
した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

2. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0270 

Real timer error 

リアルタイムエラーをお化した。 

0271 

Check date and time set¬ 
ting 

リアルタイムク□ックの時刻設 
定に誤りをお化した。 

1. BIOS セットアップを起動し、日が-時刻を 
設定し直してください。 

2. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
じ連絡してください。 

02D0 

システムキヤ 、ソ シュエラーをお 
んし/し0 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ（リセット）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 
叮 Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager 
からの制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRES % COPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 













100障害時の対処 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意 味 

巧処方法 

Ob の The error occurred dur- 

ing temperature sensor 
reading 

温度センサの読み込み中にエ 
ラーをお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 

*「Ctrl + Alt + Del 」 丰一入力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 0 WER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0B71 System Temperature out 

of the range 

温度異常をお化した。 

1. モジュールエンク□ージャの FAN BOX を 
確認してください。 

2. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイ 
ドを参照し、正しい数量-位置の FAN BOX 
が実装されているかを確認してください。 

3. FAN BOX とモジュラーサーバとの実装位置 
関係が正しいことを確認してください。 

4. モジュラーサーバのヒートシンクの取り付け 
状態を確認してください。 

5. 設置環境が動作保障温度を満たしていること 
を確認してください。 

6. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウ 
ザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er から 
の制御 

7. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 0 WER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRES % C 0 PE エンジン2の Web ブラウ 
ザ、または ESMPRO/ServerManager から 
の制御 

8. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
パの電源を OFF し、モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取り付け直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

9. 問題が解決しない場合は、保守サービス会社 
に連給してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

06^4 The error occurred dur- 

ing voltage sensor read¬ 
ing 

電圧センサの読み込み中にエ 
ラーをお化した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 
叮 Ctrl + Alt + Del 」 丰一入力 
* EXPRES % COPE エンジン2の Web ブラウ 
ザ、または ESMPRO/ServerManager から 
の制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
* POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRES % COPE エンジン2の Web ブラウ 
ザ、または ESMPRO/ServerManager から 
の制御 

3. 0 S からの制御、あるいは POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□-ジャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0B75 System voltage out of 

the range 

電圧異常をお化した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 
叮 Ctrl + Alt + Del 」 キー入力 
* EXPRES % COPE エンジン2の Web ブラウ 
ザ、または ESMPRO/ServerManager から 
の制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRES % COPE エンジン2の Web ブラウ 
ザ、または ESMPRO/ServerManager から 
の制御 

3. 0 S からの制御、あるいは POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押すことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

日 B82 BMC core hardware fail- 

ure 

BMCCEXPRESSSCOPE エンジ 
ンのの故障をお化した。 

1 .0 S からの制御、あるいは POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押すことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

2.問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
じ連絡してください。 









102 障害時の対処 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意 味 

巧処方法 

0B83 BMC IBF or OBF check 

failed 

BMCCEXPRESSSCOPE エンジ 
ンのアクセスエラーをお化し 
た。 

1. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 

*「Ctrl + Alt + Del 」 丰一入力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 0 WER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0B8A BMC SEL area fuLL 

IPMI システムイベント□グの書 
き込める容量がないことをお出 
した。 

1. BIOS セットアップを起動し、 「 Server 」- 
「Event Log Confi 呂 uration」-「Clear All 
Error LogsJ を実行し、 IPMI システムイべ 
ント□グを消去してください。 

2. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

備考： BIOS セットアップにて IPMI システム 
イベント□グを消去する前に、オフライン保守 
ユーティリティを起動し、 IPMI システムイべ 
ント□グをバックアップずることもできます。 

0B8B BMC progress check time¬ 

out 

BMCCEXPRESSCOPE エンジン 
) の故障をお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 

*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 0 WER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押すことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、モジュフーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0B8D CouLd not redirect the 

console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができ 
ないこと （ BMC ビジー)をお出 
した。 

0B8E CouLd not redirect the 

console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができ 
ないこと （ BMC エラー)をお化 
した。 

0B8F CouLd not redirect the 

console - BMC Parameter 
Error - 

コンソールリダイレクトができ 
ないこと （ BMC パラメータエ 
ラー）をお出した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 


意昧 


巧処方法 


0B90 BMC Platform Information 
Area corrupted 


BMCCEXPRESSSCOPE エンジ 
ンのの故障をお化した。 


0B91 

BMC update firmware cor¬ 


rupted 

0B92 

InternaL Use Area of BMC 


FRU corrupted 


0B93 BMC SDR Repository empty 


1 . じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 
叮 Ctrl + Alt + Del 」 丰一入力 

* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 

* POWER/SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P 0 WER/SLEEP スイ 、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□-ジャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 P 0 WER/SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


0B94 


IPMB signal Lines do not 
respond 


CPU ユニット内部、あるいはか 
部の SMBus にてエラーをお化 
した。 


1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 

* EXPRESSSC0PE エンジン 2 の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0S から電源を OFF し、 P0WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 

* POWER/SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P0WER/SLEEP スイ 、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSC0PE エンジン 2 の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

3. 0S からの制御、あるいは P0WER/SLEEP 
スイ、ソチを押すことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取り付け直し、 P0WER/SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連給してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B95 BMC FRU device failure 

BMCCEXPRESSSCOPE エンジ 
ンのの故障をお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソ ト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 丰一入力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

0B96 BMC SDR Repository fai L- 

ure 


0B97 BMC SEL device failure 


*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 0 WER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、モジュラーサーバをモ 

0B98 BMC RAM test error 


0B99 BMC Fatal hardware error 


ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4.問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0B9A BMC not responding 



OBBO SMBIOS - SROM data read 

error 

モジュラーサーバ内部の 
SROM ( FRU ) データ読み込み中 
にエラーをお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まじより、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソ ト）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 0 WER / SLEEP スイッチを押し、電源を 

0BB1 SMBIOS - SROM data 

checksum bad 

モジュラーサーバ内部の 
SROM ( FRU ) データチエックサ 
ムエラーをお化した。 

OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
パの電源を OFF し、モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意 味 

巧処方法 

0BD1 1st SMBus device Error 

detected 

CPU ユニット内部、あるいはか 
部の SMBus にてエラーをお化 
した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

* os からの制御 
叮 Ctrl + Alt + Del 」 丰一入力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

* OS から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 

* POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO / ServerMana 呂 er か 
らの制御 

3. OS からの制御、あるいは POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押ずことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□-ジャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0BD4 2nd SMBus device Error 

detected 

CPU ユニット内部の SMBus 、 
あるいは SMBus デバイスにて 
エラーをお化した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラー 
サーバの再立ち上げ （ リセ、ソト）を実施して 
ください。 

*0 S からの制御 
叮 Ctrl + Alt + Del 」 キー入力 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラー 
サーバの電源を一旦 OFF し、電源を ON し 
てください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押し、電源を ON 
叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を 
OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを押 
し、電源を ON 

* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラ 
ウザ、または ESMPRO/ServerManager か 
らの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは POWER/SLEEP 
スイ、ソチを押すことにより、モジュラーサー 
バの電源を OFF し、 モジュラーサーバをモ 
ジュールエンク□ージャから一旦取り化し、 
再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0BD7 3rd SMBus device Error 

detected 

OBDA 4th SMBus device Error 

detected 

OBDD 5th SMBus device Error 

detected 

OBEO 6th SMBus device Error 

detected 

8100 Memory Error detected in 

DIMM #1 

DIMM #1でメモリエラーを检 

lL し/し0 

1 . 「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 

一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動 
を実行してください。 

2. DIMM が故障している可能性がありまずの 
で、巧換してください。 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社 
じ連給してください。 

8101 Memory Error detected in 

DIMM #2 

DIMM #2でメモリエラーを检 

んし/し0 

8150 NVRAM Cleared By Jumper 

ジャンパ設定により NVRAM / 
CMOS をクリアしたことを検出 
した。 

保守サービス会社に連給してください。 

8151 Password Cleared By 

Jumper 

ジャンパ設定によりパスワード 
をクリアしたことをお化した。 
















106 障害時の対処 


ランプによるエラーメツセージ 

モジュラーサーバにあるランプはさまざまな状態を点火 T 、 点滅、消火 T じよるパターンや色に 
よる表示でユーザーじ通知します。「故障かな？」と思ったらランプの表示を確認してくださ 
し、ランプ表示とその意□末については「ハードウェア編」の16ページをご覧ください。 


サーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerManager などの管理ツールを管理 PC へインストールしておくと、何らか 
の障害が起きたときに管理 PC に接続しているディスプレイ装置か6障害の内容を知ることが 
できます。 

各種アプリケーションのインストールや運用方法についてはソフトウェア編、またはオンラ 
インド丰ュメントを参照してください。 

ESMPR 0 を使ったシステム構築やを種設定の詳細じついてはオンラインヘルプで詳しく説明 
されています。 
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仮想 LCD 上のエラーメッセージ 

EXPRESSSC 0 PE エンジン2 ( BMC ) Web ブラウザや ESMPRO/ServerManager Ver .5 の画 
面じて、仮想 LCD の表示を確認できます。上段と下段それぞれのメッセージの一覧と障害内 
容、その対処方法を示します。 

また、 POST 中にエラーを檢化した場合は、 POST が終了した後、仮想 LCD 上に POST エ 
ラーコードを表示します 0 


♦ 本装置の八ードウエアの取り付け状態の確認、取り付け直しや交換の作 
業は無理をせず、作業を熟知している保守ヴービス会社に依頼してくだ 
さい。 

♦ 保守サービス会社に連絡ずるときには、仮想 LCD の表示をメモしておい 
てください。保守を行ラときに重要な情報となります。 

♦ 巧処方法は、 0S か5の制御による「再立ち上げ(リセット)」や「電源 
OFF」 を優巧して実施してください。 


ィ miMiii 10111 mu iwnapement 

嘗 基 -… 

け左巧宝の IPMI Ontellieent Platform Manaeement Interface ) '皮がボま志 /、•、、，巧ッづ 1 . ホす • 
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SELlSii SDRB 度 FRUlSiB i 

因 

M 地巧 M 

i 

i » の バッゥ 

沒ちのロヴ . 田 : RSystem Event 如 ) ぞまモします。 

SDRttg 

误 S の它ンプー苗祝 Sensor Data Record 巧巧示します々 

FRUttli 

装左の巧守巧换な占巧拓が切 ( 1 Replaceable Unit Information) ぞまちします。 

窝ちのマネージメントコントローラ话巧 ! (Management Controller Worm が ion 巧ま示しミす々 
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49 BIOS Rev 0009 
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POST エラーコード 
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POST 実行つード 


主な POST 実行 

コード 

意味 

28 h 

メモリのテストと初期化 

2 Ah 

メモリのゼ□クリア 

2 Ch 

メモリのアドレスラインテスト 

2 Eh 

メモリのデータラインテスト 

OAh 

プ□セ、ソサの初期化 

2 Fh 

プ□セ、ソサキャッシュの設定 

38 h 

システム目 IOS の Shadowing 

67 h 

アプリケーションプ□セ、ソサの初期化 

69 h 

SMI の初期化 

49 h 

PCI デバイスの初期化（リソース割り当て） 

己 5 h 

USB の初期化 

4 Ah 

ビデオコント□ー ラの初期化 

4 Ch 

ビデオ目 I 0 S の Shadowing 

己 9 h 

POST 画面表示機能の初期化 

C 6 h 

コンソールダイレクション機能の初期化 

4 Eh 

コピーライトの表示 

己 Oh 

プ□セ、ソサ情報の表示 

60 h 

拡張メモリのテスト 

62 h 

拡張メモリのアドレステスト 

68 h 

丰ャッシュのコンフィグレーション 

6 Ah 

キャッシュサイズの表示 

87 h 

I/O デバイスのコンフィグレーション 

98 h 

PCI デバイスのオプション ROM 展開 

93 h 

マルチプ□セ、ソサのコンフィグレーション 

9 Ch 

SMI のセットアップ 

BAh 

SM 目 I 0 S の初期化 

C 3 h 

POST エラーの表示 

ACh 

BIOS セットアップの起動 

BOh 

POST エラーのチェック 

BDh 

目 oot メニューの表示 

97 h 

MP テーブルの作成 

COh 

ブート開始処理 
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その他のメッセージ 

LCD 上段表示メッセージ 

♦ STATUS ランプび緑色に点なしているとき 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

Prepare To Boot 

POST が正常に終了した。 

エラーで はありません。 


♦ STATUS ランプび消なしているとき 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

PCI Bus SERR 01 

チップセットでシステムエラー 
をお化した。 

1. L ソ下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセ、ソト）を実施してください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

2. じ(下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON する。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイッチを 
押し、電源を ON する。 

* POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON ずる。 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO / ServerManager からの制御ずる。 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡し 
てください。 

PCI Bus SERR 07 

LAN 1 デバイスでシステムエ 
ラーをお化した。 

PCI Bus SERR 09 

LAN 2 デバイスでシステムエ 
ラーをお化した。 

PCI Bus PERR 01 

チップセットでシステムエラー 
をお化した。 

PCI Bus PERR 07 

LAN 1 デバイスでシステムエ 
ラーをお化した。 

PCI Bus PERR 09 

LAN 2 デバイスでシステムエ 
ラーをお化した。 


LCD 下段表示メッセージ 

♦ STATUS ランプび消なしているとき 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

SMI timeout 

システム管理割り込み中にタイ 
ムアウトが発生した。 

1. L ソ下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセ、ソト）を実施してください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 丰一人力 
* EXPRES % COPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

2. じ(下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON する。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一日 
取り化し、再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 
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メッセージ 

意味 

巧処方法 

DUMP Request ! 

DUMP スイ、ソチが押された。 

0 S ダンプが完了ずるまで待つ。 

1. 完了しなかった場合、 L ソ下のいずれかの方まにより、 

CPU ブレードの再立ち上げ（リセット）を実施ずる。 
*0 S からの制御 

*「Ctrl + Alt + Del 」 丰一人力 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

2. じ(下のいずれかの方まにより、 CPU ブレードの電源を 
一旦 OFF し、電源を ON する。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON 

叩 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON 
- EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡し 
てください。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイムアウトが 
発生した。 

1. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセット）を実施して<ださい。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

2. じ(下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON ずる。 

*0 S から電源を OFF し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON 

叩 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

3. 0 S からの制御、あるいは P 0 WER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一旦 
取り化し、再度取りがけ直し、 P 0 WER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡し 
てください。 

Processor T-Trip 

プ□セッサの高温異常により強 
制的に電源 OFF を行った。 

1. L ソ下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を ON する。 

叩 0 WER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON ずる。 
* EXPRESSSC 0 PE エンジン2の Web ブラウザ、ま 
たは ESMPRO / ServerManager から制御ずる。 

2. モジュールエンク□-ジャの FAN BOX を確認ずる。 

3. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイドを参照 
し、正しい数量-位置の FAN BOX が実装されているか 
を確認ずる。 

4. FAN BOX とモジュラーサーバとの実装位置関係が正し 
いことを確認する。 

5. 設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認ず 

6. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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♦ STATUS ランプびアンバー色に点なしているとき 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

Proc Temp ALm 02 

プ□セ、ソサで低温異常をお出し 
子こ。 

1. モジュールエンク□-ジャの FAN 目 OX を確認してく 
ださい。 

2. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイドを参照 
し、正しい数量•位置の FAN が実装されているかを確 
認してください。 

3. FAN 己 OX とモジュラーサーバとの実装位置関係が正 
しいことを確認してください。 

4. モジュラーサーバのヒートシンクの取りがけ状態を確 
認してください。 

5. 設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認し 
てください。 

6. 1ソ下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセ、ソト）を実施してください。 

* OS からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

7. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイッチを 
押し、電源を ON 

叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

8. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一旦 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

9. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡し 
てください。 

Proc Temp ALm 09 

プ□セ、ソサで高温異常をお化し 

f こ。 

BB Temp2 ALm 02 

ベースボードで低温異常をお化 
した。 

1. モジュールエンク□-ジャの FAN BOX を確認してく 
ださい。 

2. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイドを参照 
し、正しい数量■位置の FAN が実装されているかを確 
認してください。 

3. FAN BOX とモジュラーサーバとの実装位置関係が正 
しいことを確認してください。 

4. 設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認し 
てください。 

5. じ(下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセ、ソト）を実施してください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

6. L ソ下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイッチを 
押し、電源を ON 

叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

7. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一旦 
取り出し、再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

8. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

BB Temp2 ALm 09 

ベースボードで高温異常をお化 
した。 

BB Tempi ALm 02 

ベースボードで低温異常をお化 
した。 

BB Tempi ALm 09 

ベースボードで高温異常をお化 
した。 
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メッセージ 

意味 

巧処方法 

VBAT ALm 02 

リチウムバッテリ電圧異常（下 
限）をお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの雲 
源を一旦 OFF し、電源を ON する。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON ずる。 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON する。 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO / ServerManager からの制御ずる。 

2. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一旦 
取り化し、再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON ずる。 

3. モジュラーサーバ上のリチウムバッテリの取り付け状態 
を確認ずる。 

4. モジュラーサーバ上のリチウムバッテリをを換ずる。 

5. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

VBAT ALm 09 

リチウムバッテリ電圧異常（上 
限）をお化した。 

BB 1.8v ALm 02 

1.8 V 電圧異常（下限）をお出し 
た。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON ずる。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON ずる。 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON する。 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO / ServerManager からの制御ずる。 

2. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一日 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON ずる。 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

BB 1.8v ALm 09 

1.8 V 電圧異常（上限）をお出し 
た。 

BB 0.9v ALm 02 

日. 9 V 電圧異常（下限）をお出し 
た。 

BB 0.9v ALm 09 

日. 9 V 電圧異常（上限）をお化し 
た。 

BB 1.5v ALm 02 

1.5 V 電圧異常（下限）をお化し 
た。 

BB 1.5v ALm 09 

1.5 V 電圧異常（上限）をお化し 
た。 

BB 3.3v ALm 02 

3.3 V 電圧異常（下限）をお化し 
た。 

BB 3.3v ALm 09 

3.3 V 電圧異常（上限）をお化し 
た。 

BB 5.0v ALm 02 

5.0 V 電圧異常（下限）をお化し 
た。 

BB 5.0v ALm 09 

5.0 V 電圧異常（上限）をお化し 
た。 

BB 12v ALm 02 

12 V 電圧異常（下限）をお化し 
た。 

BB 12v ALm 09 

12 V 電圧異常（上限）をお化し 
た。 

BB 1.2vsb ALm 02 

1 .2 Vsb 電圧異常（下限）をお化 
した。 

BB 1.2vsb ALm 09 

1 .2 Vsb 電圧異常（上限）をお化 
した。 

BB 3.3vsb ALm 02 

3.3 Vsb 電圧異常（下限）をお化 
した。 

BB 3.3vsb ALm 09 

3.3 Vsb 電圧異常（上限）をお出 
した。 

Proc 1.05v ALm 02 

プ□セ、ソサの1.05 V 電圧異常 
(下限）をお化した。 

1. L ソ下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON ずる。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON する。 

叩 OWER / SLEEP スイッチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON する。 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO / ServerManager からの制御ずる。 

2. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□-ジャから一日 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON する。 

3. モジュラーサーバのヒートシンクの取りがけ状態を確認 
してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

Proc 1.05v ALm 09 

プ□セ、ソサの1.05電圧異常（上 
限）をお化した。 

Proc Core ALm 02 

プ□セ、ソサのコア電圧異常（下 
限）をお化した。 

Proc Core ALm 09 

プ□セ、ソサのコア電圧異常（上 
限）をお化した。 

Proc Missing 

プ□セ、ソサが実装されていない。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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♦ STATUS ランプびアンバー色に点滅しているとき 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

System FAN2R ALm 

< 警告レベル > FAN 目 0 X 2 リア 
の異常をお化した。 

1. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイドを参照 
し、 FAN 目 0 X をを換してください。 

2. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社し連絡し 
てください。 

System FAN2F ALm 

<警告レベル > FAN 目 0 X 2 フロ 
ントの異常をお化した。 

System FAN1R ALm 

<警告レベル > FAN 目 0 X 1 リア 
の異常をお化した。 

System FAN1F ALm 

<警告レベル > FAN 目 0 X 1 フロ 
ントの異常をお出した。 

Proc Temp ALm 00 

<警告レベル> プ□セ、ソサで低 
温異常をお化した。 

1. モジュールエンク□ー ジャの FAN BOX を確認してく 
ださい。 

2. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイドを参照 
し、正しい数量■位置の FAN が実装されているかを確 
認してください。 

3. FAN BOX とモジュラーサーバとの実装位置関係が正し 
いことを確認してください。 

4. モジュラーサーバのヒートシンクの取りがけ状態を確 
認してください。 

5. 設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認し 
てください。 

6. L ソ下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセ、ソト）を実施してください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

7. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイッチを 
押し、電源を ON 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

8. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押すことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一日 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

9. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡し 
てください。 

Proc Temp ALm 07 

<警告レベル> プ□セ、ソサで高 
温異常をお化した。 

BB Temp2 ALm 00 

<警告レベル > ベースボードで 
低温異常をお化した。 

1. モジュールエンク□ー ジャの FAN BOX を確認してく 
ださい。 

2. モジュールエンク□ージャのユーザーズガイドを参照 
し、正しい数量•位置の FAN が実装されているかを確 
認してください。 

3. FAN BOX とモジュラーサーバとの実装位置関係が正し 
いことを確認してください。 

4. 設置環境が動作保障温度を満たしていることを確認し 
てください。 

5. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの再 
立ち上げ （ リセ、ソト）を実施してください。 

*0 S からの制御 
*「Ctrl + Alt + Del 」 キー人力 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

6. L ソ下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON してください。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイッチを押し、電源を ON 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御 

7. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押すことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□-ジャから一曰 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON してください。 

8. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

BB Temp2 ALm 07 

<警告レベル > ベースボードで 
局温異常をお化した。 

BB Tempi ALm 00 

<警告レベル > ベースボードで 
低温異常をお化した。 

BB Tempi ALm 07 

<警告レベル > ベースボードで 
局温異常をお化した。 
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メッセージ 

意味 

巧処方法 

VBAT ALm 00 

< 警告レベル > リチウムバッテ 
リ電圧異常（下限）をお化した。 

1. じ(下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの雲 
源を一旦 OFF し、電源を ON する。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON ずる。 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON する。 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO / ServerManager からの制御ずる。 

2. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一旦 
取り化し、再度取りがけ直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON ずる。 

3. モジュラーサーバ上のリチウムバッテリの取り付け状態 
を確認ずる。 

4. モジュラーサーバ上のリチウムバッテリをを換する。 

5. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

VBAT ALm 07 

<警告レベル> リチウムバッテ 
リ電圧異常（上限）をお化した。 

BB 1 .8v ALm 00 

<警告レベル >1.8 V 電圧異常 
(下限）をお出した。 

1. じ(下のいずれかの方法により、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON ずる。 

*0 S から電源を OFF し、 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON ずる。 

叩 OWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を OFF し、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON する。 
* EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO / ServerManager からの制御ずる。 

2. 0 S からの制御、あるいは POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□ージャから一日 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER / SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON ずる。 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

BB 1.8v ALm 07 

<警告レベル >1.8 V 電圧異常 
(上限）をお化した。 

BB 0.9v ALm 00 

<警告レベル >0.9 V 電圧異常 
(下限）をお出した。 

BB 0.9v ALm 07 

<警告レベル >0.9 V 電圧異常 
(上限）をお出した。 

BB 1.5v ALm 00 

<警告レベル >1.5 V 電圧異常 
(下限）をお化した。 

BB 1.5v ALm 07 

<警告レベル >1.5 V 電圧異常 
(上限）をお化した。 

BB 3.3v ALm 00 

<警告レベル >3.3 V 電圧異常 
(下限）をお化した。 

BB 3.3v ALm 07 

<警告レベル >3.3 V 電圧異常 
(上限）をお出した。 

BB 5.Ov ALm 00 

<警告レベル >5.0 V 電圧異常 
(下限）をお化した。 

BB 5.Ov ALm 07 

<警告レベル >5.0 V 電圧異常 
(上限）をお化した。 

BB 12v ALm 00 

<警告レベル >12 V 電圧異常 
(下限）をお化した。 

BB 12v ALm 07 

<警告レベル >12 V 電圧異常 
(上限）をお化した。 

BB 1.2vsb ALm 00 

<警告レベル >1 .2 Vsb 電圧異 
常（下限）をお化した。 

BB 1.2vsb ALm 07 

<警告レベル >1 .2 Vsb 電圧異 
常（上限）をお化した。 

BB 3.3vsb ALm 00 

<警告レベル >3.3 Vsb 電圧異 
常（下限）をお出した。 

BB 3.3vsb ALm 07 

<警告レベル >3.3 Vsb 電圧異 
常（上限）をお出した。 

Proc 1.05v ALm 00 

<警告レベル > プロセッサの 

1.05 V 電圧異常（下限）をお出 
した。 

1. L ソ下のいずれかの方まにより、モジュラーサーバの電 
源を一旦 OFF し、電源を ON ずる。 

*0S から電源を OFF し、 POWER/SLEEP スイ、ソチを 
押し、電源を ON する。 

叩 OWER/SLEEP スイッチを押し、電源を OFF し、 
POWER/SLEEP スイ、ソチを押し、電源を ON する。 
*EXPRESSSCOPE エンジン2の Web ブラウザ、また 
は ESMPRO/ServerManager からの制御ずる。 

2. 0S からの制御、あるいは POWER/SLEEP スイ、ソチを 
押ずことにより、モジュラーサーバの電源を OFF し、 
モジュラーサーバをモジュールエンク□-ジャから一日 
取り化し、再度取り付け直し、 POWER/SLEEP スイ、ソ 
チを押し、電源を ON する。 

3.. モジュフーサーバのヒートシンクの取りがけ状態を確 
認してください。 

4. 問題が解ましない場合は、保守サービス会社に連絡して 
ください。 

Proc 1.05v ALm 07 

<警告レベル > プロセッサの 

1.05電圧異常（上限）をお出し 
た。 

Proc Core ALm 00 

<警告レベル> プ□ セ、 ソサのコ 
ァ電圧異常（下限）をお化した。 

Proc Core ALm 07 

<警告レベル> プ□ セ、 ソサのコ 
ァ電圧異常（上限）をお化した。 
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システムが思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って 
本装置をチェックしてください。リストじある症状に当てはまる項目があるときは、その後 
の確認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから、保守サービス会社に連絡してください。 


モジュラーサーバについて 

[?] 雷源が QN にならない 

□ 電源がシステムに正しく供給されていますか？ 

ーモジュールエンク日ーツャに専用のケーブル K 410 -21 3 DC 電源ケーブルを使 
用してください。また、 DC 電源ケーブルの被覆が破れていたり、プラグ部分 
が折れていたりしていないことを確認してください。 

一 EcoPowerGateway の DC 化カスイッチが ON になっていることを確認してく 
ださい。 

ーモジュラーサーバが正しく取り付けられていることを確認してください。 

また、モジュラーサーバの BIOS セットアップユーティリティでモジュールエ 
ンク□ージャとの電源連動機能の設ちができます。 

く確認するメニュ ー: 「 Server 」 メニューにある 「 AC-UNK」 > 

□ 必要な数の電源ユニットが EcoPowerGateway じ搭載されていますか？ 

一必要な電源ユニット数については EcoPowerGateway ユーザーズガイドを参 
照してください。 

□ モジュールエンク□ーツャの FAN 目 0X が、必要な数量•正しい位置に実装されて 

いますか？ 

一必要な数量•実装位置については、モジュールエンク□-ジャ dway ) ュー 
ザーズガイドを参照してください。 

□ モジュラーサーバへの電源供給開始後、 5 秒じ(内に電源 ON 操作を行っていません 

か？ 

- モジュラーサーバへの電源供給開始後、目 MC 初期化を約 5 秒闇行います。モ 
ジュールエンク□-ジャへのモジュラーサーバ取り付け後、 5 秒じ(上経過して 
から、 POWER/SLEEP スイッチじて電源 ON を行ってください。 

[?] ネットワークを介した U モートパワーオンが機能しない （Wake On LAN が機能しな 

始 

□ 強制電源 OFF をしていませんか？ 

一強制電源 OFF (モジュラーサーバの POWER/SLEEP スイ、ソチを 4 秒じ(上押し 
続けてモジュラーサーバを強制的に電源 0FR こする機能）の後は、 Wake On 
LAN は機能しません。いったんモジュラーサーバを起動した後、通常の 
シャットダウン処理を行ってください。 
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[?] 雷源が OFF にならない 

□ POWER/SLEEP スイッチ巧止機能を有効じしていませんか？ 

一いったんモジュラーサーバを再起動して、 BIOS セットアップユーティリティ 
を起動して < ださい。 

く確認するメニュ ー： に ecurity 」 一 [Power Switch Inhibit 」 > 

[?] 勝丰に雷源が日 FF した-勝手にシャットダウンした 

□ モジュラーサーバが温度異常を橫化していませんか？ 

一温度異常が発生した場合、モジュラーサーバはシャットダウンします。 

適切な環境で使用して< ださい。 

[?] POST が終わらない 

□ メモリが正しく搭載されていますか？ 

- DIMM が正しく搭載されていないと動作しません。 

□ モジュラーサーバの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

-起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤って丰ーボードコン 
卜□ー ラの 異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまで丰ーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

□ モジュラーサーバで使用できるメモリを搭載していますか？ 

-弊社が指定する機器じ(外は動作の保証はできません。 

[?] rSvstem Configration Data Read Error I が表示され、画面が停止ずる 

□ POST 中じじ(下の行為をしましたか？ 

♦ モジュラーサーパの POWER/SLEEP スイ、ソチを押し、モジュラーサーパを強 
制電源 OFF した。 

♦ モジュラーサーバをモジュールエンク□-ジャから取り外した。 

- 保守サービス会社に連絡してください。 

[?] モジュラーサーバに標準装備の LAN の MAC アドレスがわからない 

ーモジュラーサーバのカードエッジ付近に貼られているラベルで確認できます。 
詳しくは 18 ページを参照してください。 

[?] 巧蔵デバイスやかがけデバイスにアクセスできない（または正し<動作しなし、) 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフエースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順唐が正しいかどうか確認してください。 

□ 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

- 外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、モジュラーサーバ 
の順に電源を ON にします。 
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□ ドライバをインストールしていますか？ 

- 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスじ添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

ーシリアルポートや US 目ポートに接続しているデバイスについては、 I / O ポート 
アドレスや動作モードの設をが必要なものもあります。デバイスじ添付の説 
明書を参照して正し < 設定して < ださい。 

く確認するメニュ ー：「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuretion 」、 
「 Server 」 一 「Console Redirection 」 > 

[?] キーボードやマウスが正し<機能しない 

□ BIOS の設をを間違えていませんか？ 

ーモジュラーサーバの BIOS セットアップユーティリティで丰ーボードの機能を 
変更したり、マウスを無効にしたりすることができます。目 IOS セットアップ 
ユーティリティで設をを確認してください。 

く確認するメニュ ー：「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuretion 」、 
「 Advanced 」 一 「 NumLock 」 > 

□ ドライバをインストールしていますか？ 

- 使用している 0 S (こ添付の説明書を参照して丰ーボードやマウスのドライバが 
インストールされていることを確認してください（これらは 0 S のインストー 
ルの際に標準でインストールされます）。 また、 0 S じよっては丰ーボードや 
マウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0 S に添付の説明書 
を参照して正しく設定されているかどうか確認してください。 

□ Windows Server 2003や Linux が起動していない状態で使用していますか？ 

一 US 目丰ーボードと US 目フ□、ソピーディスクドライブを使用したじ(下の状態に 
おいては、 US 目フ□、ソピーディスクドライブのアクセスランプが消なしてい 
るとき（フ□、ソピーディスクへアクセスしていないとき）にキー入力をして 
ください。 

♦ サポートディスクを使ってインストールする時じく F 6>、 く S >、 
< Erite 「> キーを入力する場合 

♦ R 0 M - D 0 S システムディスクを起動し、コマンドを入力する場合 
[?] A — ドディスクドライブにアクセスでさない 

□ 本装置で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

- NEC が指定する機器じ(外は動作の保証はできません。 

□ 八ードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

一内蔵 SAS / SATA ケーブルのコネクタが正しく取り付けられているか確認して 
ください。 

[?] OS を起動でさない 

□ BIOS で正しく設定されていますか？ 

ーモジュラーサーパの BIOS セットアップユーティリティで起動デバイスの設を 
を確認してください。 

く確認するメニュ ー: 「目00り> 
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□ フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

- フ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

阿 フ□ッピーディスクをかがフ□ッピーディスクドライブ （ USB 榜綜）にセットしている 

のに、「フ□ッピーディスクの準備ができていません I といろメッセージが表示される 

[?] ライトプ□テクトをしていないフ□ッピーディスクを夕！、がフ□ッピーディスクドライブ 

( USB 接編）にセットしているのに、「フ□ッピーディスクが書きみみ禁止げ態でず I 

といろメッセージが表示される 

□ 故障ではありません。 

- リトライしてください（何度かリトライが必要な場合もあります)。 

[?] 正しい DVD / CD - R 日 M ホ挿入したのに じ[下のメ 、けージが表志ホれる 


DVD / CD - ROM が挿人されていないか、誤った 
DVD / CD - ROM が挿入されていまず。 

正しい DVDCD - ROM を挿人してください。 


0 K 


□ DVD / CD-ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

- 光ディスクドライブから DVD / CD-ROM を取り化し、よごれや傷などがない 
ことを確認してから、再度 DVD / CD-ROM をセットし、 [0 K ] をクリックして 
ください。 

[?] DVD / CD - ROM にアクセスでをない 

□ DVD / CD-ROM ディスクの表裏を闇違えてセットしていませんか？ 

ートレイから DVD / CD-ROM ディスクを取り化し、 DVD / CD-ROM ディスクの 
トップレーベルを上じして、セットし直してください。 

□ DVD / CD-ROM ディスクにミちれや丰ズがありませんか？ 

- DVD / CD-ROM ディスクの表面に指紋などのミちれや丰ズがないことを確認し 
てください。ミちれがある場合は、 DVD / CD-ROM ディスクの表面をクリーニ 
ングしてください。それでも読み込みができない場合は、アクセスが可能 
だった別の DVD / CD-ROM ディスクに入れ替えて、再度、読み込みができる 
かどうか確認してください。 

□ DVD / CD-ROM ディスクがク□-ズされた状態になっていますか？ 

ーセッションをク□ーズした状態じするかディスクを閉じた状態じして再度、 
読めるかどうか確認してください。 

[?] 瞳害発生時、「白動的に西拓動ずる I の設をで、設をどおりに動作しない 

-障害発生時に「自動的に再起動する」の設定じかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。 
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[?] ブルー画面で雷源 OFF がでさない 

ーブルー画面で電源を OFR こする時は、強制電源 OFF (強制電源 OFt POWER / 
SLEEP スイッチを4秒間押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 
OFF になりません。 

[?] ネットワーク上で認識されない 

□ ケーブルを接続していますか？ 

- ネットワークケーブルの接続状態を確認してください。また、使用するケー 
ブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであることを確認 
してください。 

□ プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一専用のネットワークドライバをインストールしてください。また、 TCP / IP な 
どのプ〇トコルのセットアップやを種サービスが確実に設定されていること 
を確認してください。 

□ 転送速度の設をを間違えていませんか？ 

ーモジュラーサーバに標準で装備されている内蔵の LAN コント□ーラは、転送 
速度が1 Gbps か100 Mbps 、 lOMbps のいずれかのネットワークで使用するこ 
とができます。この転送速度の切り替え、または設をは 0 S 上から行えます 
が、「自動檢化」という機能は使用せず、運用しようとしている転送速度に設 
定:してください。また、接続している Hub と転送速度やデュプレックスモー 
ドが同じであることを確認してください。 

ただし 、 Wake On LAN 機能を使用する場合は、リンク速度とデュプレック 
スモードの設定を[自動橫化 ( Auto )] に設定する必要があります。 


[?] Web ブラウザから U モートマネージメント機能を利用ずる際の□グインを/パスワード 

をちれてしまった 

- □グインをやパスワード設をを忘れてしまった場合じは、じ(下の手順でパス 
ワードを含むを設をを工場化荷時の状態に戻すことができます。 


W "0 本体装置にバンドルされている管理ソフト ESMPRO / ServerManager を使 
用している場合は、 ESMPRO / ServerMana 呂 er にて設定した項目も本操作を 
行うとクリアされます。本操作を行う前に、 ESMPRO / ServerManager の設 
定情報のノいックアップを行ってください。 

(1) モジュラーサーバから 「 EXPRE ^ BUILDER 」 DVD を起動する。 

(2) 「Tool menu (Normal mode )」一「 Japanese 」 を選択する。 

(3) に ystem Management 」 を選択する。 

(4) 「目 MC 設定の初期化」を選択する。 

(5) モジュラーサーバの電源を OFF する。 

(6) モジュラーサーパをモジュールエンク□-ジャから取り外す。 

(7) 30秒じ(上経過した後、モジュラーサーバを取り付ける。 
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「 EXPRESS 巨 UILDERJ DVD について 

[EXPRESSBUILDERJ DVD から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

□ POST の実行中に 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に 「 EXPRE % BUILDER 」 DVD をセットし、再起動しないと 
エラーメッセージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

□ 目 I 0 S のセットアップを間違えていませんか？ 

一 BIOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を設定するこ 
とができます。 BIOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよう順序を変更して<ださい。 

く確認するメニュ ー: 「目〇〇り> 

□ 未フォーマット状態の Flash FDD 、 又はフ□、ソピーディスクを接続していません 
か？ 

— 接続されている円 ash FDD 、 又はフ□、ソピーディスクが Windows からフォー 
マツト済みと認識されることを確認してください。未フォーマツト状態の場 
合はフォーマットしてください。 


ESMPR0 について 


ESMPRO/ServerMan 粗 e 「 について 


一 N 8141 -49 モジュールエンク□-ジャ （1 way ) に添付の 

「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD 内のオンラインド丰ュメント 「 ESMPR 0/ 
ServerManager インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方まやその他 
の補足説明が記載されています。参照してください。 
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保守ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設定等を行うためのツールです。 


本書内の説明、およびを種ツールのメ、ソセージにおいてフ□ッピー 
ディスクに関する記述がありますが、本製品はフ□、ソピーディスク 
ドライブを内蔵していません。 

オプションの Flash FDD を使用するか、 USB フ□、ソピーディスク 
ドライブをお持ちの方は USB フ□、ソピーディスクドライブを使用 
してください。 


巧巧ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、 Express ヴーバの順に電源を日 N にします。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD をセット 
します。 

3. DVD をセットしたら、リセットする « Ctrl > + く Alt > + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を日 FF / ON して Express ヴーバを再起動します。 

光ディスクドライブからじ(下のようなメニューが起動します。 


Tool menu (Normal mode ;: 

□一カルコンソールでツールを 使巧 
する場合に選択します。 


Tool menu (Redirection mode ): 
コンソールレスでツールを使巧する場 
合に選択しまず。 



メニューの初期選択は ros installation 」 となっています。 

Boot selection メニュー表示後、10秒間操作び行われない場合は 、 「Os 
installation 」 び自動で起動します。 
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4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択します。 

L ソ下じ示す Language selection メニューを表示します。 


」 apanese : 

降のメニューを日本語で表 
しまず。 

English : 

じ(降のメニューを英語で表示 
します。 

Return to previous menu : ‘ 
Boot selection メニューを表 
示しまず。 


r Language select ion 1 

If Japanese default 

Select language Hhich you want to use by the cursor key. | 


メニューの巧期選択は rJapanese ] となっています。 

Language selection メニュー表示後、日秒間操作び行われない場含は、 
rJapanese ] び自動で起動します。 


己. 「 Japanese 」 を選択します。 

「 Japanese 」 を選択すると次のツールメニューを表示します。 



6. 各ツールを選択し、起動します。 
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巧巧ツ■ルの機能 


保守ツールではじ(下の機能を実行できます。 


♦ Maintenance Utility 

Maintenance U 川 ity ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使つて障害原因の確認ができます。 


オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用するプ□グラムです。才 
フライン保守ユーティリティを起動するとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示す説明）びありますび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
ティの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してぐださい。 


オフライン保守ユーテイリテイを起動すると、じ(下の機能を実行できます。 


— IPMI 情報の表示 


IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント □ 
グ ( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守を換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報の 
バックアップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、を換部品を特定す 
ることができます。 

— 目 IOS セ、ソトアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテ丰ストファイルへ化力します。 

— システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や目 IOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化 
力した LJ します。 

— システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退避）をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 



システム情報のバックアップ方法に ついては、 11 ぺージ で説明しています。な 
お、リストア（復旧）は操作を熟知した保ず員ソ外は行わないでください。 


- システムマネージメント機能 

BMC(Baseboard Management Controller ) (こよる通報機能や管理 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設をを行います。 
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♦ BIOS/FW Updating 

弊社 Web サイトのじ(下ページで配布されるを種目 IOS/FW (ファームウェア）のアップ 
デートを使用して、本装置の目 IOS / FW をアップデートすることができます。 

[ PC サーバサホート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は、配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデー 
トモジュール」（こ含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


W "0 BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないで 
■to ください。アップデート作業び違中で中断されるとシステムび起動できなくな 
りまず。 

♦ R 0 M - D 0 S Startup FD 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作ぶします。 

♦ Test and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。94ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

♦ System Management 

BMC(Baseboard Management Controller ） による通報機能や管理 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。このメニューから起動する機能は、 
Maintenance Utility のシステムマネーツメント機能から起動するものと同じです。 
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コンソールレス 


保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セツトアツ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


♦ 本装置じ I 外のコンピュータおよび他の Express 己800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となりまず。 

• コン ソール レスでは 、 「Boot selection 」 メニュー 中の [Tool menu 
(Redirection mode )」 を選択してください。その他を選択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方まがあります。 

♦ LAN 接続された管理 PC から実行する 

♦ ダイレクト接続された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、 「 ESMPRO / ServerManager 」 インストレーシヨンガイドを参 
照してください。 


♦ BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。光ディスクドライブび最初に起動ずるようになっていな 
いと使用でさません。 

♦ LAN 接続はマネージメント専用 LAN コネクタ、または Shared BMC 
LAN 機能使用時は LAN コネクタ1のみ使用可能です。 

♦ ダイレクト接続はシリアルポートのみ使用可能です。 

♦ コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した「設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ず FD ドライプに挿入しておく必要びあります。 
「設定情報ファイル」はツール メニューの システムマネージ メン ト機能 
や、 ESMPR 0 /BMC Confi 邑 uration で作成することびできます。「設 
定情報ファイル」はフ□ッピーディスクのルートディレクトリに必ず似 
下のファイル名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSL _ LESS.CFG 

♦ BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m 外の手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションび正常にできない場ち 
びあります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設定情報は下の値にセットされます。 

• Serial Port: [Enabled] 

• Serial Port I/O Address: [3F8] 

• Serial Port Interrupt: [IRQ4] 

参 BIOS Redirection Port: [Disabled] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [VT 100+] 
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システム7ネージメント 

システムマネージメント機能はベースボードマネージメントコント □ —ラ （Basebosird 
Management Controller : BMC ) じよる通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使 
用するための設をを行います。 


起動方法 


システムマネーツメントは、 [ EXPRESSBUILDERJ から次の方まで起動することができま 
す。 

1 . 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

2. [Tool menu ] - [ Japanese ] - System Management ] の順に選択する。もし 
くは 、 [Tool menu ] - [ Japanese ] - [Maintenance Utility ] -[システムマ 
ネージメント機制の順に選択する。 



システムマネージメントを起動すると、じ(下の機能を実行できます。 

- ファームウェア管理情報の表示 

BMC(Baseboard Management Controller ) に関する情報を表示します。 

- システムマネージメントの設を 

目 MC じよる通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使用するための設定、 
通報テストを行います。 

一目 MC 設定の初期化 

目 MC の設定を初期値に戻します。 


を設定じついては、起動後のヘルプを参照して<ださい。 






運用-保守編127 


移動と保管 

モジュラーサーバや八ードディスクドライブを移動-保管するときは次の手順に従ってくだ 
さい。 



警告 



装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ於降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さ なし、 

プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミ主意 

AA 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ於降の説 
明をご覧ください。 

Q 

♦ 指定於外の場所に設置しない 

♦ 電源 ON のままインタフエースケーブルの取り付けや取り外しをしない 


♦ フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場含はお買い上げの販売 

量 3 店または保守サービス会社に連絡してください。 

♦ 八ードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて<ださい。 

♦ 八ードディスクドライブを内蔵している場合は八ードディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにま意して本体を移動させてください。 

♦ 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお動めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で〜己己で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


<モジュールエンク□ージャにモジュラーサーバを搭載したまま移動-保管する場合> 

モジュールエンク□ージャにモジュラーサーバを搭載したまま移動•保管するときは、モ 
ジュールエンク□-ジャ ( Iway ) ユーザーズガイドを参照してください。 

<モジュラーサーバ単体を移動-保管する場合> 

八ードウエア編で記載されている取り付け/取り外し手順に従ってモジュラーサーバを 
モジュールエンク□ージャから取り外し、購入時に入っていた袋や捆包箱に入れて、移 
動-保管してください。 















128 移動と保管 


wO 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

システム時計を調整してち時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買いホめの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
本装置および、内蔵型のオプション機翻よ、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用ずる場合は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 


<モジュールエンク□-ジャを移動-保管する場合> 

モジュールエンク〇—ジャを移動.保管するときは、モジュールエンク〇—ジャ (1 way ) 
ユーザーズガイドを参照してください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けじなる前に、保証および サービスの 内容じついて確認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本製品には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生し 
た場合は、『保証書』の記載内容じもとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』および 
この後の「保守サービスについて」をご覧ください。保証期闇後の修理じついてはお買い求 
めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に連絡してください。 


♦ NEC 製外（ヴードパーテイ）の製品、または NEC び認定していない 
装置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につ 
いては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

♦ 本装置には製品のお式 、 SERIAL No . (製造番号)、定格、製造業者名、 
製造国が明記された銘板び貼ってあります。販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。製品の形式 、 SERIAL No . (製造番号） 
は、装置前面に取り付け5れているスライドタグか5も確認できます。 
また銘板、スライドタグの製造番号と保証書の保証番号び一致していま 
せんと、装置び保証期間内に故障した場合でも、保証を受け5れないこ 
とびありますのでご確認くださし万一違う場合は、，販売店にご連絡く 
ださい。 
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バッテリの巧証について 


本装置じは、内蔵の時計用にバッテリが内蔵されています。 

本バッテリの保証期間は5年です。時計が停止したり、遅れるようじなった場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 


修理に出される前に 


「故障かな？」と思ったら、じ(下の手順を行って<ださい。 

1. モジュールエンク□ージャの DC 電源ケーブルおよび他の装置と接続しているケー 
ブルが正しく接続されていることを確認します。 

2. 「障害時の対処 （97 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載さ 
れている処理を行ってください。 

3. システムを運用するために必要となるソフトウェアが正しくインス I -ールされてい 
ることを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどで本製品をチェックしてみてください。 

じ(上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本製品のランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイ(こよる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し a みください。 


W "0 この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ディスプレイ装置に表示されたメ 、ソ セージのメモ 

□ 障害情報（障害情報は保守サービス会社から指示があったときのみ用意して<ださ 
い。） 

□ 本体-周辺機器の記録 

□ 装置本体またはスライドタグに記載されている型番、号機番号 
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補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧サービスについて 


保守サービスは弊せの保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けじなる際のご相談は、弊せ営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 

保守サービスメ ニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたりまず。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持保 
守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくはこの 
後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金はそ 
の都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの 
詳細については、 「[ PC サーバサポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / 
pcserver / J をご覧ください。 



♦ サービスを受けるためには事前の契約び必要です。 

♦ ヴービス料金は契約する日数/時間帯により異なりまず。 
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情®サービスについて 


本製品に関するご質問•ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 日 3-34 已己-己800 (イ t 表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点か6お客様に連絡する「エクスプ 
レス通報サービス （ MG )」 の申し込みに関するご質問-ご相談は「エクスプレス受付セン 
ター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 0120 -22-3042 

受付時闇/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[ NEC ]— ポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http :// club . express . nec . co . jp / 


『Club Express] : 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 

Express 5800シリーズをご利用じなる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介し 
ています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリユーシヨン、用 
品、施設工事などの情報をご紹介しています。 
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